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研究成果の概要（和文）：本研究では，覚せい剤事犯受刑者の薬物再使用のリスク要因である薬物渇望に焦点を当て，
米国で開発された覚せい剤依存治療プログラムであるマトリックス・プログラムを参考にして，日本版マトリックス・
プログラム（J-MAT)を開発した。刑務所において受刑者60名を対象に，最も厳密な効果検証の方法であるランダム化比
較試験を実施し，その効果を検討したところ，治療プログラムを受講した受刑者のコーピングスキルが有意に改善され
たことがわかった。このことから，J-MATの有効性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：This study is to develop a treatment program (J-MAT program) for methamphetamine u
sers based on the Matrix program developed in the US. The program was designed to address drug craving whi
ch is one of the most important risk factors for relapse. A randomized controlled trial, which is the most
 rigorous method was conducted  in order to evaluate the effectiveness of the J-MAT. 60 prison inmates wit
h methamphetamine charges participated in the trial.  The results indicated that coping skills of the trea
ted prisoners significantly improved. This results suggested the effectiveness of the J-MAT.
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１．研究開始当初の背景 
 覚せい剤乱用は，戦後一貫して大きな社
会問題となっており，わが国の刑事施設
では，多数の覚せい剤依存者を抱えているの
みならず，その再犯率の高さが問題になって
いる。例えば，平成 21 年の新受刑者の
うち，約 22%が覚せい剤取締法違反で
あり，女子に限ってみれば約 36%に上
る。また，覚せい剤取締法違反で執行猶
予になった者のうち，約 3 割が 4 年以
内に再犯に及び，その 8 割が覚せい剤
取締法違反であった。覚せい剤取締法違
反 で 起 訴 さ れ た 者 の 有 前 科 者 率 は
70.8%に及び，これはあらゆる罪名のう
ちで最も高い（法務省，2010）。  
しかし，覚せい剤依存者に対しては，系統

的な治療がほとんど実施されていないのが
現状であり，そのことが再犯（リラプス）が
多いことの最大の原因となっている。これま
で，刑務所においては，刑務作業がその
処遇の中心であり，専門的な治療的処遇
は特段実施されてこなかったためであ
る。  
 一方，欧米ではリラプス・プリベンショ
ン・モデル（Marlatt & Donovan, 2005）に
基づいた治療が大きな成果を上げている。そ
こでは，リラプスに至るトリガーやハイリス
ク状況を同定し，それらに対する効果的なコ
ーピングを学習させ，自己統制力を持たせて
いく。最近では数多いリスク要因の中でも，
薬物渇望がリラプスを予測する最大の因子
であることが明らかになってきており，それ
に焦点を当てた介入の重要性が指摘されて
いる(Hartz et al.，2001)。 
 さらに，長期間断薬を継続している者の中
には，渇望統制のための自己流のコーピン
グ・スキルを身につけていることが，自力で
禁煙に成功した人々を対象とした研究から
明らかにされてきており(Shiffman et al, 
2005)，コーピングのスタイル（行動的/認知
的，対決型/回避型），レパートリー，リソー
スなど，様々な観点からの分析が進められて
いる。こうした知見は，我が国の覚せい剤依
存症者にも応用できると考えられる。 

したがって，覚せい剤依存症者の薬物
渇望に焦点を当て，そのコントロールや
対処スキルを中心とした認知行動療法
的プログラムを開発し，刑務所内におい
て覚せい剤依存受刑者を対象に実施し，
その効果を検証することは，革新的な覚
せい剤依存症の治療の開発という意味
でも，また覚せい剤受刑者の再犯抑制と
いう意味でも重要な課題である。  

また，効果の検証に当たっては，十分
に内的妥当性・外的妥当性の担保された
厳密な方法によって実施しなければ，良
質なエビデンスとはならないことは言
うまでもない。そのような要請に応える
方 法 は ラ ン ダ ム 化 比 較 試 験
（Randomized Controlled Trial: RCT）

しかない。わが国の臨床心理学分野で
RCT が実施された例はきわめて少ない
が，本研究では厳密な RCT のプロトコ
ールを策定した上で，RCT によるプロ
グラム評価を行うこととする。  
  
２．研究の目的 
 本研究では，受刑者及び長期間断薬に成功
している者の渇望やコーピングの特性を比
較し，効果的なコーピング・スキルを同定す
る。その上で，それらのコーピング・スキル
を取り入れ，薬物渇望を統制するためのコー
ピング・スキル訓練プログラムを開発するこ
とをその目的とする。 
さらに，ランダム化比較試験（RCT）によ

ってプログラム評価を実施し，効果の検証を
行う。 
 
３．研究の方法 
(1)覚せい剤依存者の渇望とコーピング・ス
タイルについての質問紙調査 
覚せい剤取締法で受刑中の者150名と覚せ

い剤乱用歴のある自助グループのメンバー
100 名を対象にして，質問紙調査を実施した。 
質問紙は，コーピング行動質問票日本版を

実施した。また，主観的な渇望の強度は，ビ
ジュアル・アナログ・スケールで測定したほ
か，断薬期間についても尋ねた。 
その上で，コーピング・スタイル（認知的

／行動的など）の特徴と，使用頻度の高いコ
ーピングを特定し，両群の比較検討を行った。
特に，渇望の認知，コーピング・スタイル，
コーピング・レパートリー等と，渇望の頻度
やコーピング実施後の渇望強度との関連を
分析した。 
 
(2)プログラムの開発 
 プログラム開発においては，従来のリラプ
ス・プリベンションの理論，コーピング・ス
キルに関する理論を活用し，質問紙調査で得
られたデータを取り入れたプログラムを開
発した。 
 開発に当たっては，米国で開発され覚せい
剤依存症の治療において数々のエビデンス
のあるマトリックス・プログラムを参考にし
て，日本版マトリックス・プログラム（J-MAT）
を完成させた。 
さらに，刑事施設で実施することを念頭に，

セッション数は 10 回程度とコンパクトにま
とめ，施設の職員が実施しやすいようにマニ
ュアルも準備することとした。 
このほかプログラムの作成に当たって特

に留意した事項としては，①日本の文化・社
会や，日本の覚せい剤乱用者の実情に応じた
内容とすること，②刑務所での実施という特
殊性を考慮した内容とすること，③覚せい剤
乱用者の認知機能に配慮して，平易な用語を
用い，図表やイラストを多用すること，④限
られた時間内で簡単に実施できるコンパク
トな内容とすることなどである。 
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図-1  J-MAT と対照群のコーピング・スキル比較
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